
園
（
注
意
）

・
採
点
に
際
し
て
は
、
「
採
点
上
（

・
問
題
５
（
作
文
）
に
つ
い
て
は
、

令
和
二
年
度
採
点
の
手
引
（
国
語
）
そ
の
１

「
採
点
上
の
注
意
」
と
と
も
に
、
資
料
文
や
設
問
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

一
い
て
は
、
「
評
価
の
観
点
」
及
び
「
採
点
上
の
注
意
」
に
基
づ
き
、
細
部
の
採
点
基
準
を
作
成
し
て
採
点
す
る
こ
と
。
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配
点

戸
Ｌ
誹
険
茨
恒
・
士
諺
郵
劫
胞
卜
味
処
耐
し
孝
唱
刺
副
鍾
“
Ｌ
直
抵
学
乞
郵
嘩
畔
哩
フ
な
１

Ｃ
十
股
容
・
幸
夢
現
に
応
じ
て
、
刻
印
分
占
鯉
と
溌
肱
る
く

○
「
内
面
の
成
熟
」
「
土
台
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
語
し
か
使
わ
れ

て
い
な
い
場
合
は
４
点
を
減
じ
、
二
語
と
も
使
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
点
を
与
え
な
い
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
「
稽
古
場
」
「
心
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
語
し
か
使
わ
れ
て
い
な

。
Ｖ
判
甥
ｚ
に
い
い
と
ｉ
Ｅ
ハ
ザ
２
批
似
１
Ｌ
一
一
蓋
側
１
く
ｊ
ｔ
Ｄ
価
い
ふ
妬
み
４
可
、
。
ｖ
十
七
○
Ｖ
馴
劇
Ｚ
に
い
い
‐
腫
小

を
与
え
な
い
。

○
著
し
く
字
形
の
乱
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
点
を
与
え
な
い
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
「
や
り
く
り
」
「
後
悔
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
語
し
か
使
わ
れ
て

し
令
名
し
唾
功
△
Ｅ
に
４
と
似
包
〕
凋
邪
Ｌ
｜
｜
壷
、
Ｌ
」
私
』
桐
？
永
紫
叩
て
し
↑
も
し
拝
彰
公
に

は
、
点
を
与
え
な
い
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

採
点
上
の
注
意



園
令
和
二
年
度

採

占
J0，℃

の

手

引

へ

国

垂
叩
）

そ
の
２

一
に酉

・
占
梱
今
ロ
ヨ
可

5

ｒ
・
Ｌ

矛

ニー

同I

（
」
告
ｘ
今
了
・
壷
叩
為
別
・
ノ
、
菱
ご
ｈ
ソ
枕
何
口
万
・
炉
似
々
仁

上
の
誤
り
や
不
造
切
な
と
こ
ろ
は
な

咽
疋
ｖ
坐
も
Ｌ
」
α
垂
夢
言
乱

、
ミ
Ｏ

し
，
刀

○
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
い
る
か
ｃ

２

文
章

（
し
寸
全
早
と
、
し
て
ま
と
ま
こ
て
Ｖ
一
念
‐
刀
‐
ま
た
日
毎
謬
咋
斥
幽
係

ざ
め
し
い
弱
石
室
辰
－
」
て
三
号
カ
ナ
叩
て
し
ワ
な
‐
刀

Ｃ
指
示
さ
れ
た
文
章
の
長
さ
で
あ
る
力
く

○
文
脈
（
主
・
述
の
照
応
な
ど
）
、

な
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

汗
廊
塞
酢
圭
仔
レ
」
腺
い
元
列
弾
廼
打
弘

：

誘
髭
と
隣
遅
す
る
広
宕

Ｃ
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
自
分
の
考

え
が
書
か
れ
て
い
る
か
ｃ

○
自
分
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
か
。

問
題

評
価
の
観
点

100 12
配
点

（
し
証
”
ｈ
ノ
や
万
，
踏
進
灯
〈
●
な
と
こ
ろ
α
多
少
に
一
比
じ
て
１
～
４
占
小
を
判
凋
、
了
愚
‐

Ｃ
二
段
落
構
成
で
圭
自
力
れ
て
い
な
け
れ
は
４
点
を
洞
す
る
ｆ

○
二
段
落
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
一
段
落
に
、
資
料
か
ら
読
み

取
っ
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
２
点
を
減
ず
る
。
ま
た
、

第
二
段
落
に
、
第
一
段
落
の
内
容
と
関
連
し
て
自
分
の
体
験
を
ふ
ま

え
て
考
え
が
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
２
点
を
減
ず
る
。

がて

か第書書
れ一か力

○
内
容
の
程
度
に
応
じ
て
、
１
～
６
点
を
減
ず
る
。

○
不
適
切
な
程
度
に
応
じ
て
、
１
～
６
点
を
減
ず
る
。

○
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
自
分
の
考
え
か
書
か
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
６
点
を
減
す
る
ぐ

○
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を
ふ
ま
え
て

書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
６
点
を
減
ず
る
。

○
採
点
は
「
評
価
の
観
点
」
に
従
い
、
ｎ
点
か
ら
の
減
点
法
で
行
う
。

採
点
上
の
注
意




